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令和４年度 磯焼け対策全国協議会 寒地土木研究所とは

寒地土木研究所は、寒地土木技術に関する研究開発、技術指導、成果の普及等を行う

ことにより、土木技術の向上を図り、良質な社会資本の効率的な整備及び北海道開発の推
進に資することを目的に設立された、我が国唯一の寒地土木技術の試験研究機関です。

沿革

昭和12年8月 土木部試験室として発足（内務省北海道庁土木部監理課所属）。
昭和26年7月 北海道開発局の発足によりその付属機関となり、北海道開発局土木試

験所と称す。
平成13年4月 特定独立行政法人北海道開発土木研究所となる。
平成18年4月 独立行政法人土木研究所と統合し、独立行政法人土木研究所寒地土

木研究所となる。
平成27年4月 国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所となる。

寒地土木研究所 寒地水圏研究グループ 寒地河川チーム

水環境保全チーム

寒冷沿岸域チーム

水産土木チーム

組織 （関連のみ）

1

水産土木チームの研究の役割

水産土木チームの研究は、土木工学と水産学の領域にまたがり、漁港漁場等の整備に

関する基礎技術を対象としている。水産動植物の増養殖に資する漁港の活用技術、漁場
環境改善技術、海域環境の変動予測・改善技術、沿岸構造物の整備技術等幅広い知見が
結集され、水産基盤整備・港湾事業等に活用されている。

水産土木チームでは、国の定めた科学技術に関する計画、北海道総合開発計画、水産

基本計画、漁港漁場整備長期計画などを踏まえて、寒冷地における水産土木に関する調
査、試験、研究並びに左記技術の開発及び普及・指導等を行っている。

このようなことから、第５期中長期計画の円滑な推進を図るため、業務の重点化・効率化

を図り精力的に研究を進めるとともに、北海道開発局等の行政機関が進める漁港整備事
業等において生じる技術的課題に対して、蓄積している知見・技術を活用して指導・助言を
行い、漁港漁場整備事業等の着実な推進に貢献する。

今日、我が国の漁業生産量の減少や人口減少、少子高齢化、担い手不足等により、水

産業・漁村を取り巻く状況は厳しさを増しているが、我が国漁業生産量の約２割を占める北
海道水産業が果たす役割に対する期待は高まっており、このことに対応していくため、沿岸
・沖合域における漁場環境の改善、漁港等を活用した増養殖業の振興、磯焼け対策に資す
る研究は重要な課題となっている。
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水産土木チームの研究の役割

プログラム目標と達成目標

プログラム目標 達成目標

寒冷海域における漁業生産力
の向上及び水産業振興のため
の水産基盤の整備・保全に関す
る技術開発

(1)海域の環境変化に対応した水産資源の増養殖を図る
水産基盤の活用技術の開発

(2)水産資源を育み生産力の向上を図る水産環境改善技
術の開発

各達成目標を設定した背景・必要性

達成目標（1）海域の環境変化に対応した水産資源の増養殖を図る水産基盤の活用技術の開発
海水温の上昇等の海域の環境変化による有害プランクトンの発生を抑制し、持続可能な栽培
漁業や養殖業を推進するためには、漁港等施設が有する保護育成機能をより高度に活用す
る技術の開発が必要

達成目標(2)水産資源を育み生産力の向上を図る水産環境改善技術の開発
水産資源の増大を図るためには、沿岸域については、河川からの栄養塩の供給により生物
生産性の高い河口沿岸域における漁港等施設の保護育成機能を効果的に活用する技術とと
もに、沖合域については、構造物設置による漁場環境改善に関する技術の開発が必要
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〈現在の主要研究テーマ〉

②寒冷河口域に位置する漁港等施設の水生生物の生息環境改善技術
に関する研究

①持続可能な水産資源増養殖に資する寒冷沿岸域の漁港施設等の活
用技術に関する研究

③北方海域における沖合構造物による漁場環境改善技術に関する研究

漁業生産量の減少や水産資源水準の悪化等の状況に対応するため、
河口域を含む沿岸域から沖合域において、
水産資源の増大に資する海洋構造物の活用、整備技術を開発し、
水産資源を育む漁場環境の適切な保全管理や海域の生産力の向上を図る。

〈研究目的〉

漁港水域の活用

沖合漁場整備

水産環境整備の推進
（水産庁）

沖合漁場整備

漁港水域の活用

水産土木チームの研究開発プログラム
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日本海側に位置する古平漁港の蓄養水面をフィールドとして、令和４年10月にロープ養殖（コンブ種苗植付）と直立壁への人工海
藻装着を行い、有害プランクトン抑制効果の検証試験を開始。

令和４年度末から５年度には、コンブの成長の段階に応じて、遊走子放出状況、コンブの生育状況、コンブ葉体への増殖抑制細
菌の付着状況、港内水面でのロープ養殖と直立壁の海藻の分布特性、葉間生物の生息状況をモニタリングし、コンブ藻場が持つ赤
潮抑制効果の基礎データを取得するための現地調査を予定。

【取組の概要】

研究対象フィールド：古平漁港
（蓄養水面）

古平漁港
古平漁港

漁港内でのロープ養殖によるコンブ藻場造成の概念

直立壁への人工海藻の設置による天然海藻着生促進効果の確認

①持続可能な水産資源増養殖に資する寒冷沿岸域の漁港施設等の活用技術に関する研究

●気候変動など人間活動による海洋生態系の変化・悪化
●磯焼け問題や生物多様性の喪失 ●赤潮や貝毒の拡大

漁港は藻場造成の潜在的可能性が高い⇒海藻の生育に適した水域環境と岸壁の直立壁がある
効果的な藻場造成のメカニズム解明が必要⇒海藻のタネの付着と成長に適した環境･基質･海藻の種類と量

藻場回復・拡大等を通じた生物多様性の強化による漁港内の増養殖環境の改善
漁港水域を活用した増養殖の推進

造成藻場による有害有毒プランクトン抑制
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（重点研究）漁港･港湾における効率的な藻場分布調査手法の開発

【取組の概要】

日本海側に位置する寿都漁港をフィールドとして、空撮写真による海藻被度分布及び現存量評価手法の検討に着手。令和４年
度は、平成30年６月に撮影した画像について同年に実施した藻場調査結果と比較して精度を検証。

今後は、データ処理に関する課題を整理し、精度の向上と手法の確立を目指した現地調査とデータ解析を予定。

●北海道日本海側における深刻な藻場の喪失
●ブルーカーボン(藻場のCO2固定)に対する期待の高まり

高精度で効率的な藻場分布調査手法が必要⇒効果を定量的に把握する手法開発への期待

漁港･港湾施設の藻場造成のための効率的な藻場分布調査手法の開発

漁港･港湾の藻場創出機能

研究対象フィールド：寿都漁港
（背後小段付傾斜堤）

【ドローン空撮による広域の藻場把握】
⇒効率的であるが精度が低い

【ダイバー潜水やROVによる藻場の水中把握】
⇒高精度であるが非効率・高コスト

空中と水中を統合した
調査･解析手法の構築

寿都漁港

⇒ 水中調査での藻場状況を空中調査にフィードバック⇒ 水中調査での藻場状況を空中調査にフィードバック

広域画像解析データの効率化・高度化

【藻場の現況把握】
藻場の海藻の繁茂量･種類は

場所･季節で違う
↓

①広域調査：ドローン
○メリット：低コストで広域把握
▲デメリット：海藻の被度(面積)と
現存量(体積)が不一致
⇒二次元データの限界､気象(雨･
霧)･水深(約2.5m)･色調の制約

↓
水中調査が必須

現存量（g/0.25m2）
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ホソメコンブの被度と現存量の関係
（被度100%でも現存量にバラツキ）

海藻の被度分布
(ドローン､寿都漁港)

・空中データの弱点(色彩に依存､自然条件に影響)を
水中データで補完：藻場繁茂状況､教師データ

・空中データの弱点(色彩に依存､自然条件に影響)を
水中データで補完：藻場繁茂状況､教師データ

ドローン空撮による藻場の解析画像

元稲府漁港断面図と藻場造成範囲
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研究内容研究内容

（重点研究）漁港･港湾における効率的な藻場分布調査手法の開発

⇒ ROV画像の3D解析等を活用⇒ ROV画像の3D解析等を活用

水中画像解析データの効率化・高度化

②水中調査：潜水士･ROV
海藻の現存量･種類を正確に把握可能

コスト比較例
▲潜水士：1,990千円/㎞
○ROV：1,240千円/㎞
⇒コスト･作業時間･労力を考慮し、撮影・
画像処理を工夫

効率化

水中調査：潜水士 水中調査：ROV

方形枠によるコンブ調査例

ROVトレースした海底地形の画像データの3D画像解析のイメージ

・ROVにより効率的に藻場をトレースし、３D画
像処理して空中画像の弱点を補完

・ROVにより効率的に藻場をトレースし、３D画
像処理して空中画像の弱点を補完

（｢広域藻場モニタリングの手引き｣(水産庁)より転載）
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（重点研究）漁港･港湾における効率的な藻場分布調査手法の開発

小型ROV導入による効率化

ダイバーによる潜水調査

空中データ取得の効率性と水中調査の高精度を活かし、空撮写真から効率的に海藻被
度分布や現存量の経年変化を把握する手法を開発する。

（｢広域藻場モニタリングの手引き｣(水産庁)より転載）

空中と水中を統合した調査・解析手法の構築

水中調査
潜水士

水中調査
ROV

詳細情報･教師データを
フィードバック

広域調査
ドローン空撮

調査方法の精度・取得可能情報と調査範囲の関係の簡易図
空中と水中を統合した調査解析のイメージ
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（重点研究）漁港･港湾における効率的な藻場分布調査手法の開発

防波堤背後の藻場※①～⑩は測点･測線

寿都漁港の概要寿都漁港の概要

過去の藻場調査データが存在する日本海側の寿都漁港をモデルとして、空撮写真を
もとに作成した分類画像と実際のデータを比較し、画像解析の課題抽出を行った。

ホソメコンブ藻場の経年変化
（上：令和元年６月、下：令和２年６月）

ホソメコンブ藻場の経年変化
（上：令和元年６月、下：令和２年６月）
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（重点研究）漁港･港湾における効率的な藻場分布調査手法の開発

今年度の取組（寿都漁港）今年度の取組（寿都漁港）

空撮

幾 何 補 正

・無人航空機による画像取得

分 類

・藻場調査結果による教師付き分類区分の検討
・分類区分の有意差の検定
・最尤法による分類画像作成

現存量推定

・藻場調査結果による海藻別に被度と単位面積当り現存量を検討
・分類区分毎に面積と被度と単位面積当り現存量を乗じて海藻別
の現存量を推定

・オルソ画像生成
・座標値付与、画素サイズの補正

藻場調査

・調査地点の検討
・潜水技師による海藻被度、
海藻現存量、付着生物の把握

・複数年の調査によるデータの蓄積

簡易的な画像解析のフロー図
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（重点研究）漁港･港湾における効率的な藻場分布調査手法の開発
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幾何補正後の画像 教師付き分類画像
（黒：0％、茶：1～4％、橙：5～24％、黄：25～49％、

黄緑：50～74％、緑：75～100％）

0 １～４ 5～24 25～49 50～74 75～100 合計

0 712 148 119 28 14 6 1027

１～４ 126 165 85 31 34 1 442

5～24 118 77 122 9 7 5 338

25～49 278 110 266 213 7 3 877

50～74 122 250 272 71 70 6 791

75～100 144 150 336 48 168 179 1025

合計 1500 900 1200 400 300 200 4500

空間解像度
0.1m

参照データ

分
類
結
果

全体精度 0.32

（㎡）

0 １～４ 5～24 25～49 50～74 75～100 合計

教師 0 22.5 174 148 186 175 705.5

解析 324.8 342.2 580.9 166.9 194.9 162.2 1771.9

解析/教師 - 15.21 3.34 1.13 1.05 0.93 2.51

過去の藻場調査データが存在する日本海側の寿都漁港をモデルとして、空撮写真をも
とに作成した分類画像と実際のデータを比較した結果、海藻被度が大きい場合に分類
精度が高くなった。

階級別精度評価

藻場面積の比較
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（重点研究）漁港･港湾における効率的な藻場分布調査手法の開発
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